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第 70 回学術大会 大会長挨拶 

  伊藤武彦（岡山大学） 

日本学校保健学会第 70 回学術大会へようこそ！70 回目の大きな節目の学術大会を，岡山を拠点に

開催できることはとても嬉しいことです。 

コロナ禍のさなかは，学校経営の根幹たる学校保健の存在感を意識せずにはいられませんでした。

誰もが何かを経験し，悩み，考え，実践をされたと思います。グローバルな健康課題であるパンデミ

ックを身近に経験したあと，学校保健のどんなグッドプラクティスの可能性が私たちに見えてきたの

でしょうか？ 

今回の学術大会のメインテーマは，「集まれ！グッドプラクティス」です。学校・園での良好な実践

の普遍性とは何か，児童生徒等の生涯にわたる健康の保持増進のための良好な実践とは何か，グッド

プラクティスを支える理論的基盤をどう構築し，どう実践に結び付けるのか？そういう実践と理論の

往還の場を提供できればと考えて，このメインテーマを掲げました。メインシンポジウム「学校保健

のグッドプラクティスとは何か？」では，全国から 3 つの実践を取り上げ，現場からの発信をお願い

しております。メインシンポジウムで学校保健における良好実践に共通する何かについて議論が進み，

理解が深まることを願っております。また，一般演題のなかから，メインテーマ関連セッションに応

募してくださった中の 3 題を選んで，メインテーマ関連セッションを構成しました。このセッション

では，三つの演題を連続して発表していただいた後に総合討論の時間を設け，メインシンポジウムで

考察した視点をもとに，良好実践についてさらにディスカッションが深まることを期待しています。 

さて，コロナ禍を経て私たちが手にしたものの一つに双方向にオンラインで情報を交換する手段が

あります。今大会では 16 日はオンライン開催，17 日は対面開催としました。オンライン発表は，発

表者と聞き手のリアルタイムでの対話が可能なサイバー空間を用意してお待ちしております。これま

で誰もがあまり経験がない方式を採用しましたので，戸惑われる方も少なくないと考えておりますが，

会期が始まる約 2 週間前から，発表の演者に限らず，参加登録をされた方ならどなたでもオンライン

会場に入って「下見」ができるように準備をしております。このほかにも，今大会ではいくつか新し

い試みをしております。教育講演①「専門医からみた学校保健」は，会期前の 11 月 9 日からオンデ

マンドで視聴可能です。参加者の皆様は，前もってご都合の良い時に教育講演を視聴されたのちに，

17 日の対面開催の教育講演プラスで直接リアルタイムの質疑に加わることが可能です。またオンラ

イン発表も各演者のポスターを事前に閲覧することができるようにしておりますので，オンライン発

表の時間帯に直接演者とオンラインでディスカッションが可能です。学会の生命線は質疑応答・ディ

スカッションの時間と考えますので，今回の仕組みを活用されて，是非積極的に参加なさってくださ

い。なお，対面開催は従来の形式を踏襲しますが，オンライン参加の方も遠隔で参加できるように，

主なセッションはリアルタイムで配信することにしています。 

皆様の積極的なご参加により，理論のたて糸と実践のよこ糸によって学校保健の錦が織りあがるこ

とを信じております。本大会を隅々まで楽しまれることを願ってやみません。 
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一般社団法人日本学校保健学会第 70 回学術大会 概要

１．メインテーマ 「集まれ！グッドプラクティス」 

２．開催期日 2024 年 11 月 15 日（金），16 日（土），17 日（日） 

３．会場 

Web 開催 11 月 16 日のプログラムは，Web 上で開催します．リアルタイムのオンライン参加を基

本とし，一部はオンデマンド配信を併用します． 

シンポジウムや各種講演は Zoom を用いたリアルタイム配信を行います．また一般演題のオンラ

イン発表は，オンラインイベントツールの Remo を用います．16 日に対面会場に来られた方のた

めにオンライン開催のコンテンツにアクセス可能な会場を設置します（教育学部本館 401 講義

室）．ご自身の PC，タブレット等をご持参くださいますようお願いいたします．

対面開催 11 月 17 日のプログラムは，一部の内容を除き岡山大学津島キャンパス（教育学部）

（〒700-8530 岡山県岡山市津島中三丁目１番１号）で開催します．そのプログラムの一部は Web

配信します． 

岡山大学津島キャンパス（教育学部）へのアクセスは，JR 津山線法界院駅より徒歩，JR 岡山駅

後楽園口（東口）バスターミナルから「妙善寺」行に乗車「岡大東門」で下車，岡山空港から「岡

山駅運動公園口（西口）」行に乗車「岡山大学筋」で下車などの方法があります．  

４．学術大会長 伊藤 武彦（岡山大学） 

５．主催 一般社団法人 日本学校保健学会 

６．後援 文部科学省，岡山県教育委員会，岡山市教育委員会，岡山県医師会，岡山県歯科医師会， 

岡山県薬剤師会 

７．大会ウェッブサイト https://ac.rsol.jp/jash70/ 

８．大会事務局 

〒700-8530 岡山県岡山市津島中三丁目１番１号 

岡山大学学術研究院教育学域 養護教育講座内  

e-mail：welcome.jash70@gmail.com

９．運営事務局 

岡山大学生活協同組合 ブックストア 

〒700-8530 岡山県岡山市津島中三丁目１番１号 

e-mail：info.jash70@okadai.coop 担当：上甲一樹 

－ 2 －



10.学会行事・学会関連行事

【学会行事】11 月 15 日（金）

《岡山大学創立五十周年記念会館》 

・15：00～15：15〔１階ゲストルーム〕（一社）日本学校保健学会 常任理事会

・15：20～15：50〔２階大会議室〕  （一社）日本学校保健学会 理事会 

・16：00～17：30〔２階大会議室〕   （一社）日本学校保健学会 総会（代議員会） 

・17：30～17：45〔２階大会議室〕   （一社）日本学校保健学会 臨時理事会 

【関連行事】11 月 15 日（金） 

《岡山大学創立五十周年記念会館》 

・9：00～12：00〔２階大会議室〕

教員養成系大学保健協議会（教大協保健体育・保健研究部門） 

《オンライン開催》 

・9：00～12：00 日本教育大学協会全国養護部門

【各種委員会】11 月 17 日（日） 

・11：30～13：00〔教育学部本館４階 第１会議室〕

（一社）日本学校保健学会 編集委員会 

・13：00～15：00〔教育学部本館４階 ミーティングルーム〕 

（一社）日本学校保健学会 保健教育改革委員会 
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交通のご案内 

１ 岡山大学『津島キャンパス』へのアクセス 

●バス（岡山駅より）

・岡山駅運動公園口（西口）バスター ミナル 22 番のりばか

ら岡電バス【47】系統「（岡山大学経由）岡山理科大学」行

きに乗車，「岡大西門」下車，徒歩５分＊

・岡山駅後楽園口（東口）バスターミ ナル 13 番のりばから

岡電バス【17】 系統「御野校前・妙善寺・（津島南）」行き

又は【67】系統「榊原病 院前・妙善寺・（津島南）」行きに

乗車，「岡大東門」下車，徒歩２分＊

・岡山駅後楽園口(東口)バスターミナ ル７番のりばから

岡電バス【16】系 統「津高台･半田山ハイツ」行き，

【26】系統「国立病院」行き，【36】系統「辛香口」行き， 

【86】系統 「免許センター」行きのいずれかに 乗車，

「岡山大学筋」で下車，徒歩 1 5 分 ＊

●ＪＲ（岡山駅より）

・岡山駅乗り換え，津山線「法界院駅」下車，徒歩 10 分＊

●航空機（岡山桃太郎空港より）

・岡山桃太郎空港から特急バス「岡山駅運動公園口（西口）」 

行きに乗車，「岡山大学筋」で下車，徒歩 1 5 分＊

（上記「＊」は教育学部までの徒歩時間を示す） 

●自家用車で大学構内駐車場利用（岡大東門より入構）

・駐車料金として，休日は入構後 30 分まで無料．その後 1時

間毎に 300 円加算し，最大駐車料金（24 時間毎）1,500 円

２ 津島キャンパス内『岡山大学教育学部講義棟』・『岡山大学創立五十周年記念館』へのアクセス 

岡山大学 

創立五十周年記念館 

《11/15（金）学会行事会場》 

・バス停「岡大西門」

下車徒歩１分

・バス停「岡山大学筋」 

下車徒歩５分

・JR 津山線「法界院駅」 

下車徒歩 15 分

岡山大学教育学部 

講義棟（N62） 

《第70回学術大会会場》 

11/16（土）～11/17（日） 

・バス停「岡大西門」

下車徒歩 5 分

・バス停「岡山大学筋」

下車徒歩 15 分

・JR 津山線「法界院駅」 

下車徒歩 10 分

★教育学部講義棟へは

「岡大東門」を入り 

東に進む． 

（壁面にN62の番号がある建物） 

岡大西門 

岡大西門 
至 JR 法界院駅 

岡山県総合グラウンド 

至 JR 岡山駅 

運動公園口（西口） 

創立五十周年記念館 

教育学部 

講義棟 

本館 
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会場案内 

 

 ＜岡山大学創立五十周年記念館＞＊11 月 16 日（土），11 月 17 日（日）の会場とは異なります． 

・２階大会議室

・１階ゲストルーム

 

＜Web 開催＞ 

・すべてオンラインで開催します．

なお，会場にお越しの場合は，岡山大学教育学部本館４階 401 教室を利用できます．

教育学部講義棟（17 日会場）側の自動ドアが出入口です．

本館に入ったら直進し，右側にあるエレベーターもしくは，中央階段で４階にお越しください．

11 月 16 日（土） 

11 月 15 日（金） 
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＜教育学部講義棟＞Web 配信併用 ＊岡山大学創立五十周年記念館は使用しません． 

教育学部講義棟で対面にて開催します．第１～第５会場のプログラムは Web 配信併用でありオンライン参

加できます． 

企
業
書
籍
展
示

会場 
出入口 

階段 

階段 

第２会場 第３会場 

クローク

クローク受付

実行委員
控室 

第２会議室 第３ 
会議室 

大会 
本部 

第４会場 第５会場 

第１会場 

● 

対面発表 

11/17（日）データ確認場

休
憩
コ
ー
ナ
ー

＊11/16（土）のデータ確認場所：本館４階 401 教室の前 

11 月 17 日（日） 

階段 

休憩コーナー 

休
憩コ

ー
ナ
ー

講義棟１階フロアと３階 5301 と 5305 は参加者休憩コーナーです． 
ご自由にお使いください． 
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学会運営についての諸連絡 

１）参加のしかたのご案内

11 月 16 日（土） Web 開催 

大会ウェッブサイト（https://ac.rsol.jp/jash70/）から，入場できます． 

 注）大会ウェッブサイトは，随時最新情報に更新されます，使われる電子機器類やブラウザの種類に

よって，更新が反映されない場合があります．お手数ですがブラウザのアドレスバー付近にある「更新」

や「再読み込み」ボタンを使用して，最新のページを表示してください． 

 大会コンテンツへのアクセスには，参加登録時に発行された「ID 通知書」に表示されている「ID」と

「パスワード」が必要です．お手元にご準備ください． 

参加状況は，「ID」「パスワード」で管理しています．受付の手続きは必要ありません． 

注）岡山大学教育学部会場においでになった方も，オンライン会場にて参加していただけます．ご自身の PC，タブレ

ット等，および「ID」「パスワード」をご持参くださいますようお願いいたします． 

11 月 17 日（日） 対面開催：岡山大学教育学部・一部 LIVE 配信あり 

Web 参加の方へ 

大会ウェッブサイト（https://ac.rsol.jp/jash70/）から，入場できます． 

 大会コンテンツへのアクセスには，参加登録時に発行された「ID 通知書」に表示されている「ID」と

「パスワード」が必要です．お手元にご準備ください． 

対面参加の方へ 

・参加登録時に発行された参加証を印刷し，切り取って名札としてご持参ください．

・当日受付は，設けていません．

・会場内では，必ず，名札を着用してください．

２）参加申し込みについて

区分 申込期限 

大会参加費 

一般参加費 

（会員・非会員） 

学生参加費 

（学部生・大学院生等） 

参加者 

10 月 31 日（木）正午までの登

録を推奨 

※11 月 8 日（金）正午までは

受付可能

8,000 円 4,000 円 

注 1）オンラインコンテンツの事前配信が 11 月 9日（予定）からスタートします． 

注 2）10 月 31 日の正午を過ぎて参加申し込みをされた方は, オンラインコンテンツの事前配信を視聴できないこと

があります． 

注 3）講演集（PDF）は，参加費に含まれています． 

講演集（紙冊子） 

講演集費（税・送料込み） 

3,000 円 

注 4）講演集（紙冊子）は，大会後に送付します．会場でのお渡しは致しかねます． 
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３）情報交換会

11 月 16 日（土）17:20 より，Web 会場で開催予定です．詳しくは第 70 回学術大会ウェッブサイトで

ご案内します． 

４)昼食

会場に来られた方は，休憩室で飲食可能です．

本学津島キャンパス内の大学生協（https://vsign.jp/okadai/maruco/shops）食堂やキャンパス近隣の

食堂等をご利用いただけます．ランチョンセミナーは予定しておりません． 

５)クローク

・11 月 17 日（日）は，大きな荷物などをお預かりするクロークを講義棟１階 第２会議室に設置します． 

9:00～16:30 の時間帯でご利用いただけます。ただし，貴重品につきましてはお預かりできませんので

ご了承ください．11 月 16 日（土）はクロークを設置いたしません．

・岡山駅「ねこのてステーション」（https://okayama-kanko.net/sightseeing/information/）等をご活用

ください．

６）駐車場

・岡山大学に自動車で入構することは可能です。駐車場は有料です．

・一時駐車料金は以下の通りです．

・なお，駐車券を紛失した場合は，24 時間毎の最大駐車料金をお支払いいただきます．

・22 時から６時の間は入構できません．

（平日料金） 

入構後１時間まで無料，その後１時間ごとに 200 円を加算し，最大駐車料金（24 時間毎）は 1,000 円 

（土・日・祝日料金） 

入構後 30 分まで無料，その後１時間ごとに 300 円を加算し，最大駐車料金（24 時間毎）は 1,500 円 

７）第 70 回学術大会本部

教育学部講義棟１階 第３会議室にあります．

11 月 16 日（土） 

オンライン会場 ライブ会場 ライブ視聴「大会案内」にて，随時お知らせ等を配信します．

オンライン会場 ライブ会場 ライブ視聴「Remo 会場」１階に「総合案内」があります．

11 月 17 日（日） 

オンライン会場 ライブ会場 ライブ視聴「Remo 会場」１階に「総合案内」があります．

学術大会事務局： 

〒700-8530 岡山県岡山市津島中三丁目 1 番 1号 

岡山大学学術研究院教育学域 養護教育講座内 

e-mail： welcome.jash70@gmail.com
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８）ご参加の皆様への「撮影等禁止」のお願い

大会中（事前準備期間を含む）の全てのコンテンツの無断録音、録画、撮影等を禁止します．

オンライン発表のスクリーンショット等も同様です．

なお，会場内には腕章等をつけたスタッフが本大会の記録のために写真撮影等をするときがあります

が，ご了承ください． 

９）「一般演題（オンライン発表）」「一般演題（対面発表）」について

一般演題には，それぞれ演題番号がついています．W-001 のように，W から始まる演題番号は，16 日一

般演題（オンライン発表）です．T-001 から始まる演題番号は，17 日一般演題（対面発表）です． 

 発表者の方は，発表にかかる詳細を大会ウェッブサイト（https://ac.rsol.jp/jash70/）に掲載します

ので，必ず事前にご確認ください． 

●１６日（土）「メインテーマ関連セッション」（オンライン発表）の方へ

（zoom ウェビナーを⽤いた発表形式です）
【発表時間】 

・発表時間 15 分

・セッション内の全演題発表終了後，総合討論 30 分

・発表中に動画を使用すること，音声を流すことはできません．

【演者の方へ】 

・事前に，発表用スライドを提出していただく必要はありません．

・当日は，第１会場に，セッション開始 10 分前までに直接入室ください．

・ご⾃⾝の PC 等から zoom システムを⽤いて，パワーポイントスライド等を共有してご発表ください．
・ご⾃⾝の発表時間だけなく，セッション全体へのご出席をお願いします．

●１６日（土） 一般演題（オンライン発表）の方へ

（REMO カンファレンス＊を用いた発表形式＊です）

＊ 発表形式のイメージは，『「オンライン発表」について』をご覧ください．

ポスター（発表資料）提出期日：11 月 5 日（火）

ポスター（発表資料）提出方法：大会ウェッブサイトおよび採択通知メールにて詳細をご確認ください

【ポスター（発表資料）の作成と掲載 】

※ ポスター（発表資料）において，発表者は発表内容に関係する企業・組織または団体との利益相反

（COI）の状態を開示してください．

・ポスター（発表資料）データは，A４サイズ 1 枚分に収まるように作成してください．テンプレート

は，大会ウェッブサイト（https://ac.rsol.jp/jash70/）に掲載しています．

・作成したポスター（発表資料）は，A４サイズの 1 枚分の PDF 形式で期日までに提出してください．

・提出していただいたポスターは，大会オンライン会場オンデマンド配信に掲載し，11 月 9 日から

17 日まで，参加者が閲覧可能とします．
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【発表および討論時間】

・発表者は，指定された時間帯に指定された「テーブル＊」で，発表を行ってください．

・発表枠は一演題 50 分です．

・座長が付かないフリーディスカッション形式です．運用は演者に一任します．

・発表時間の制限は設けませんが，参加者とのディスカッションタイムは、十分に設けてください．

・50 分間の所定時間のうち，テーブル番号の A～C の方は前半 25 分，X～Z の方は後半 25 分に必ず

テーブル内に在席ください．それ以外の時間はテーブル内に滞在いただいても，他の演題に参加す

るためご移動いただいてもかまいません．

・指定された時間帯中は，指定されたテーブルの画面共有で発表内容がわかる資料を必ず掲示してくだ

さい．

・提出したポスター（発表資料）の他に，スライド等を共有することもできます．

・開催前の下見，予行は会期の約 2 週間前から可能です。ぜひ，おいでください．

＊「テーブル＊」については，大会ウェッブサイト（https://ac.rsol.jp/jash70/）『「オンライン発表」

について』をご覧ください．

●１７日（日）一般演題(対面発表)の演者の方

発表用スライド提出期日：11 月 5 日（火） 
発表用スライド提出方法：大会ウェッブサイトおよび採択通知メールにてご確認ください． 

【発表時間】 

・発表時間 8 分，討論 5 分(計 13 分)です．

発表終了 1 分前(7 分)で 1鈴，発表終了時（8 分）で 2 鈴，討論終了時で(13 分)で 

3 鈴を鳴らして，合図します。時間を厳守してください． 

・発表中に動画を使用すること，音声を流すことはできません．

・配布資料のある方は，各自，事前に印刷し，ご自身での配布をお願いいたします．

【演者の方へ】 

・発表者は発表内容に関係する企業・組織または団体との利益相反（COI）の状態を開示してください． 

・当日の受付は特にありません．

・各自，セッションの開始時間までに会場へお越しください．

・PC は，各発表会場内の演者台に 1 台設置してあります．

・会場 PC 内には，事前にご提出いただいた発表用スライドを保存しておきます．

〈会場でのデータ確認時間〉
・11 ⽉ 16 ⽇(⼟) 12:00〜16:00（岡⼭⼤学教育学部本館 4 階 401 教室の出⼊⼝にて⾏います）
・11 ⽉ 17 ⽇(⽇) 午前の発表者：8:00〜8:40，午後の発表者：9:00〜12:40

（岡⼭⼤学教育学部講義棟２階 5202 教室の後⽅出⼊⼝にて⾏います）
【次演者席】 

・発表会場では，次演者席を用意します．

・ご自身の発表の 3 分前になりましたら，次演者席にお座りください．

【発表用のパワーポイントファイルの作成について】 

※ 発表資料において，発表者は発表内容に関係する企業・組織または団体との利益相反（COI）

の状態を開示してください． 

－ 10 －



※ 大会ウェッブサイトから事前に提出していただきます．

※ 提出（アップロード）方法については，後日，大会ウェッブサイトからお知らせします．

① Windows11，Windows 版 PowerPoint2019 がインストールされたパソコンを用意します．

PowerPoint で作成した資料（サイズ 16：9 推奨）は，Windows11 で動作確認を行ってください．

② Mac パソコンで作成された場合は，各自で必ず Windows パソコンで正常に表示されることを

ご確認の上，ご登録ください． 

③ 会場スピーカーに音声は流せません．動画の使用はできません．

④ スライドの枚数に制限はありませんが，ご担当の発表時間を厳守できる枚数で作成ください．

⑤ データの保存名は「演題番号 演者氏名」としてください．「演題番号」はプログラムに記載され

たＴで始まる番号です(演題登録時に送付されている参加登録受付番号ではありません)． 
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2024年11月15日（金）

１
F

ゲ
ス
ト
ル
ー

ム

２
F

大
会
議
室

１
F

ゲ
ス
ト
ル
ー

ム

２
F

大
会
議
室

日 程 表

岡
山
大
学
創
立
五
十
周
年
記
念
館

岡
山
大
学
創
立
五
十
周
年
記
念
館

理事会 学校保健学会代議員会（総会）

教員養成系大学保健協議会
（教大協保健体育・保健研究部門）

9:00 10:00 12:00

9:00 10:00 11:00 12:00 13:00

11:00 13:00

14:00 15:00 17:0016:00 18:00

14:00 15:00 17:0016:00 18:00

15:00〜

15:20〜15:50 16:00〜17:30 17:30〜

9:00〜12:00

17:45

臨時

理事会

15:15

常任

理事会
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2024年11月16日（土）午前

第
１
会
場

大
会
案
内

8:30 9:00 10:00 12:00

8:30 9:00 10:00 11:00 12:00 13:00

11:00 13:00

9:00〜9:30

「集まれ！

グッドプラクティス」

学術大会長講演

9:40〜11:50

メインシンポジウム

9:00〜17:00

Zoomウェビナー：大会長講演・メインシンポジウム①

講師 伊藤武彦（岡山大学）

座長 高橋浩之

（放送大学千葉学習

センター所長

千葉大学名誉教授）

「学校保健のグッドプラクティスとは何か？」

＊対面（岡山大学会場）で，オンラインに参加する場合は本館401教室で接続して下さい。

なお，その場合はマイクは「off」にしイヤホンを使用して下さい。

＊Remo会場のオンライン企業展示は，11月16日（土）9:00～ 利用できます。企業は，Remo会場の各階の「企業」テーブルで展示

しています。展示の階とテーブルは，次ページの11月16日（土）午後の日程表を参照ください。

コーディネーター 伊藤 武彦（岡山大学）

宮本 香代子（安田女子大学）

シンポジスト 松本 五月（安芸太田町立加計小学校）

秋山 秀樹（香川県立善通寺支援学校）

岩田 祥吾（静岡県・南寿堂医院）

・学会から参加者の皆さんへのお知らせを随時アップしています。適宜入室し，オンライン掲示で確認してください。

・「Remo使い方説明」としてオンライン発表、情報交換会について、スライドショーで繰り返し説明しています。

－ 13 －



2024年11月16日（土）午後

第
1
会
場

第
２
会
場

第
３
会
場

第
４
会
場

大
会
案
内

R
e
m
o
1
階
R
e
m
o
2
階
R
e
m
o
３
階
R
e
m
o
４
階
R
e
m
o
５
階

13:00 14:00 16:0015:00 17:00

Zoomウェビナー：メインセッション発表・教育講演

Remo：オンライン発表，企業展示（9:00～17:00）

18:00 19:00

13:00 14:00 16:0015:00 17:00 18:00 19:00

9:00〜17:00

13:00〜14:15

メインテーマ関連

セッション発表

教育講演① ＊１16:00〜17:00

16:00〜17:00

16:00〜17:00

17:20〜18:50

情報交換会

13:00〜13:50 14:00〜14:50 15:00〜15:50

13:00〜13:50 14:00〜14:50 15:00〜15:50

13:00〜13:50 14:00〜14:50 15:00〜15:50

13:00〜13:50 14:00〜14:50 15:00〜15:50

13:00〜13:50 14:00〜14:50 15:00〜15:50

岡田あゆみ（岡山大学）

「整形外科医からみた学校保健-運動器健

診、地域でのチーム作りを中心に－」

教育講演②

教育講演③

青木 清（旭川荘療育・医療センター）

「小児科医からみた学校保健-起立性調

節障害摂食障害を考える-」

「教育メタバースによる不登校児童生徒の

社会的自立支援の効果の検証」

「インクルージョンの根幹－聴覚障害児

の育成からみるベストプラクティスに

に必要なマインドセット－」

13:00 14:00 16:0015:00 17:00 18:00 19:00

＊会場でオンラインに参加する場合は本館401教室で接続して下さい。なお、その場合はマイクは「off」にしイヤホンを使用して下さい。

＊Remo会場における企業展示は、11月16日（土）9:00～ 利用できます。企業は、Remo会場の各階の「企業」テーブルで展示していま

13:00 14:00 16:0015:00 17:00 18:00 19:00

【W13】 【W14】 【W15】

【W13】 【W14】 【W15】

【W13】 【W14】 【W15】

【W13】 【W14】 【W15】

【W13】 【W14】 【W15】

★Remo会場のオンライン発表会場は、階が５つあり（１～５階の番号）、フロア内は「テーブル（アルファベットのA,B,C,X,Y,Z）」で分類しています。

★発表時間は、【W13】は、13：00～13：50、【W14】は、14：00～14：50、【W15】は、15：00～15：50となっています。

★在席責任時間は、アルファベットのA,B,Cの方（13：00～13：25，14：00～14：25，15：00～15：25）

アルファベットのX,Y,Zの方（13：25～13：50，14：25～14：50，15：25～15：50） です。

★演題番号は『W』（オンライン発表）『2桁数字』（発表時間帯）-『１～５の数字』（Remoフロア回数）『A～C,X～Z』（テーブル）で示しています。

片岡祐子（岡山大学）

座長 三村由香里（岡山大学）

大熊雅士（小金井氏教育委員会）

座長 髙瀬 淳（岡山大学）

＊１ 教育講演①は、

11月９日～オンデマンド配信

と同じ内容です。

座長 宮本香代子（安田女子大学）

『大会案内』とRemo会場１階『総合案内』の２か所で学術大会から参加者の皆様へのお知らせを

随時アップしています．適宜入室し，オンライン掲示で確認してください．
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2024年11月17日（日）午前

第
１
会
場

講
義
棟
２
階
5
2
0
2

第
２
会
場

講
義
棟
１
階
5
1
0
1

第
３
会
場

講
義
棟
１
階
5
1
0
2

第
４
会
場

講
義
棟
２
階
5
2
0
6

第
５
会
場

講
義
棟
２
階
5
2
0
8

企
業
展
示

講
義
棟
１
階
フ
ロ
ア

大
会
案
内

9:00 10:00 12:00

8:30 9:00 10:00 11:00 12:00 13:00

11:00 13:00

9:00〜10:15

Zoomウェビナー＆対面発表

「健康管理、疾病予防」

「健康教育，ライフスキル」

座長 岩田祥吾

（南寿堂医院）

11:00〜11:50
教育講演プラス

コーディネーター

津島愛子（岡山大学）

12:00〜12:45

報告会

10:00〜11:50

保健教育改革委員会ラウンドテーブル

「保健教育改革のアクションを提案する」

9:00〜9:50

幼稚園健康管理委員会

報告

10:00〜11:30

編集委員会企画レクチャーとグループワーク

講師 高倉実（名桜大学）

9:00〜10:00

「食，食育」

座長 伊藤恵子

（くらしき作陽大学）

9:15〜10:00

10:15〜11:00

「健康管理，疾病予防」

「健康教育，

ライフスキル」

座長 岡本 希

（兵庫教育大学）

11:00〜12:15

「健康教育，ライフスキル」

座長 西岡伸紀

（京都女子大学）

10:15〜11:00

「養護教諭，保健室」

「学校保健推進活動，

関係職員」

座長 西岡かおり

（四国大学）

11:15〜12:00

「健康相談，健康相談

活動，保健指導」

「養護教諭，保健室」

座長 郷木義子

（新見公立大学）

8:30

企業・書籍展示

9:00〜16:00

9:00〜16:00

「原理，歴史，制度」

「国際学校保健」

座長 宮本賢作

（香川大学）

「専門医からみた

学校保健」
講師

青木 清（旭川荘療育・

医療センター）

岡田あゆみ（岡山大学）

コーディネーター 宮井信行（和歌山県立医科大学）

竹鼻ゆかり（東京学芸大学）

森田一三（日本赤十字豊田看護

大学）

「査読における審査と対応のポイント

－査読者と執筆者の立場から－」
「幼稚園における健康

診断等の保健管理の

実態」

報告者 内山有子（東洋大学）

座長 衛藤隆（東京大学）

佐々木司（東京大学）

司会 佐見由紀子（東京学芸大学）

大澤 功（愛知学院大学）

発表者 高橋浩之（放送大学千葉学習センター）

七木田文彦（埼玉大学）

岩田英樹（金沢大学）

物部博文（横浜国立大学）

田中 滉至（九州共立大学スポーツ学部）

Remo会場１階の『総合案内』テーブルで学術大会から参加者の皆さんへのお知らせを随時アップしています．

適宜入室し，確認してください．
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2024年11月17日（日）午後

第
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場
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１
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5
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1
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場
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１
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2

第
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会
場

講
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棟
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階
5
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0
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第
５
会
場

講
義
棟
２
階
5
2
0
8

企
業
展
示

講
義
棟
１
階
フ
ロ
ア

大
会
案
内

13:00 14:00 15:00 16:00

Zoomウェビナー＆対面発表

13:00〜14:00

13:00 14:00 15:00 16:00

学会賞・学会奨励賞受賞講演
閉
会
あ
い
さ
つ
（
学
術
大
会
長
）

14:00〜15:00
学術委員会「学会企画シンポジウム」

「学校におけるこれまでの感染症

対策の振返りと今後の在り方」

13:00〜14:15

13:00〜14:00

「養護教諭，保健室」

座長 丹佳子

（山口県立大学）

14:30〜15:15

「健康相談，健康相談

活動、保健指導」

「養護教諭，保健室」

座長 奥田紀久子

（徳島大学）

13:00〜14:00

「体力，体格」

「健康管理，疾病予防」

座長 渡部昌史

（新見公立大学）

14:15〜15:15

高倉 実(琉球大学(現，名桜大学))

企業・書籍展示

9:00〜16:00

9:00〜16:00

「メンタルヘルス」「喫煙，飲酒，薬物」

「性，エイズ」

「保健教育」

座長 安藤美華代

（岡山大学）
座長 鈴木久雄

（岡山大学）

14:00〜15:15

佐々木美佳（坂戸市立上谷小学校）

学会奨励賞「小学２年生を対象とし

た食物アレルギー教育の効果の検証

－知識に着目して」

「安全，危機管理」

「健康教育」

座長 山内愛

（岡山大学）

学会賞「新型コロナ感染症流行前と

流行中における青少年の健康危険行

動の推移：2002～2021」

座長 羽賀將衛（北海道教育大学）

座長 羽賀將衛（北海道教育大学）

シンポジスト

菊池美和子（川崎市立下河原小学校）

三浦巧也（東京農工大学）

Remo会場１階の『総合案内』テーブルで学術大会から参加者の皆さんへのお知らせを

随時アップしています．適宜入室し，確認してください．
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一般社団法人 日本学校保健学会 第 70 回学術大会プログラム 

メインテーマ

『集まれ！グッドプラクティス』 

11 月 16 日（土） Web 開催 

＜ライブ会場 ライブ視聴 第１会場～第４会場＞ 

【大会長講演】９：00～９：30（第１会場）  
「集まれ！グッドプラクティス」 

   演者：伊藤 武彦（岡山大学），座長：高橋 浩之（放送大学） 

【メインシンポジウム】９：40～11：50（第１会場） 

「学校保健のグッドプラクティスとは何か？」  

シンポジスト：松本 五月（安芸太田町立加計小学校）

秋山 秀樹（香川県立善通寺支援学校） 

 岩田 祥吾（静岡県・南寿堂医院） 

コーディネーター：伊藤 武彦（岡山大学），宮本 香代子（安田女子大学）

【教育講演①「専門医からみた学校保健」】16：00～17：00（第４会場） 

「小児科医からみた学校保健－起立性調節障害、摂食障害を考える－」＊ 

講師：岡田 あゆみ（岡山大学学術研究院医歯薬学域（医）（小児医科学））  

「整形外科医からみた学校保健－運動器検診、地域でのチーム作りを中心に－」＊ 

講師：青木 清（旭川荘療育・医療センター（岡山）） 

（＊同じ内容を 11 月 9 日よりオンデマンド配信で視聴できます） 

【教育講演②】16：00～17：00（第２会場） 

「教育メタバースによる不登校児童生徒の社会的自立支援の効果の検証」 

  講師：大熊 雅士（小金井市教育委員会） 

 座長：髙瀬 淳（岡山大学） 

【教育講演③】16：00～17：00（第３会場） 

「インクルージョンの根幹－聴覚障害児の育成からみるベストプラクティスに必要なマインドセット－」 

  講師：片岡 祐子（岡山大学病院 聴覚支援センター） 

 座長：三村 由香里（岡山大学） 
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【一般発表(オンライン発表)】13：00～15：50 

＜ライブ会場 ライブ視聴 第１会場＞

  第 1 会場 13：00～14：15  

＜ライブ会場 Remo 会場＞

Remo 会場１階 13：00～13：50，14：00～14：50，15：00～15：50 

Remo 会場２階 13：00～13：50，14：00～14：50，15：00～15：50 

Remo 会場３階 13：00～13：50，14：00～14：50，15：00～15：50 

Remo 会場４階 13：00～13：50，14：00～14：50，15：00～15：50 

Remo 会場５階 13：00～13：50，14：00～14：50，15：00～15：50 

【企業展示】９：00～17：00（Remo 会場） 

Remo 会場２階・３階フロアにある「企業」テーブルで展示しています． 

【情報交換会】17：20～18：50（Remo 会場） 

 Remo 会場１～５階で開催します. 開始時間になったら，Remo 会場におこしください。テーブルの指定はあ

りません． 

【学術大会連絡】9：00～17：00 

ライブ会場ライブ視聴『大会案内』では，「Remo 使い方説明」としてオンライン発表，情報交換会について，

スライドショーで繰り返し説明しています．

ライブ会場ライブ視聴『大会案内』とライブ会場 Remo 会場１階『総合案内』では，学術大会事務局から，

参加者の皆さんへのお知らせを随時アップします．適宜入室し，オンライン掲示で確認してください． 

11 月 17 日（日） （対⾯開催：岡⼭⼤学教育学部, ⼀部 Web 配信あり）

★を付したプログラムは，ライブ会場ライブ視聴の各会場（第１～第５会場）からも参加できます．

【教育講演プラス】11：00～11：50 （第１会場） ★ 

「専門医からみた学校保健」教育講演①をもとにリアルタイムの質疑等を行います． 

講師：岡田 あゆみ（岡山大学学術研究院医歯薬学域（医）（小児医科学））  

青木 清（旭川荘療育・医療センター（岡山））  

コーディネーター：津島 愛子（岡山大学）

【学会賞・学会奨励賞表彰式，報告会】12：00～12：45 （第１会場）★（講義棟２階 5202 教室） 

【学会賞・学会奨励賞 受賞講演】13：00～14：00 （第１会場）★（講義棟２階 5202 教室） 

学会賞「新型コロナ感染症流行前と流行中における青少年の健康危険行動の推移：2002～2021」 

演者：高倉 実(琉球大学（現在，名桜大学）） 

学会奨励賞「小学２年生を対象とした食物アレルギー教育の効果の検証－知識に着目して」 

演者：佐々木 美佳（坂戸市立上谷小学校） 

座長：羽賀 將衛（北海道教育大学） 
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【学会企画：保健教育改革委員会】10：00～11：50 （第２会場）★（講義棟１階 5101 教室） 

ラウンドテーブル「保健教育改革のアクションを提案する」

司 会：佐見 由紀子（東京学芸大学教職大学院）

 大澤 功（愛知学院大学健康科学部） 

発表者：高橋 浩之（放送大学千葉学習センター） 

岩田 英樹（金沢大学人間社会研究域学校教育系） 

物部 博文（横浜国立大学教育学部） 

田中 滉至（九州共立大学スポーツ学部） 

七木田 文彦（埼玉大学教育学部） 

【学会企画：学術委員会】14：00～15：00  （第２会場）★（講義棟１階 5101 教室） 

「学会企画研究」シンポジウム「学校におけるこれまでの感染症対策の振返りと今後の在り⽅」
「不登校児童生徒とその保護者を対象とした新型コロナウイルス感染症による学校生活の変化及 

び今後の支援課題の探索的検討」 

シンポジスト： 三浦 巧也（東京農工大学）

   「ポストコロナにおけるインフルエンザ感染拡大と学校現場の戸惑い～学級閉鎖の事例から未知 

のウイルスへの備えを考える～」 

シンポジスト： 菊池 美和子（川崎市立下河原小学校 校長）

 座長： 羽賀 將衛（北海道教育大学） 

【学会企画：幼稚園健康管理委員会】9：00～9：50 （第３会場）★（講義棟１階 5102 教室） 

報告「幼稚園における健康診断等の保健管理の実態」 

   報告者：内山 有子（東洋大学健康スポーツ科学部健康スポーツ科学科） 

 座 長：衛藤 隆（東京大学大学院教育学研究科） 

 佐々木 司（東京大学大学院教育学研究科） 

【学会企画：編集委員会】10：00～11：30  （第３会場）★（講義棟１階 5102 教室） 

レクチャーとグループワーク「査読における審査と対応のポイント －査読者と執筆者の立場から－」

講師：⾼倉 実（名桜大学大学院スポーツ健康科学研究科）

コーディネーター：宮井 信行（和歌山県立医科大学保健看護学部）

 竹鼻 ゆかり（東京学芸大学芸術スポーツ科学系養護教育講座） 

  森田 一三（日本赤十字豊田看護大学看護学部） 

【一般発表（対面発表）】 

第１会場★（講義棟２階 5202 教室）  9：00～10：15 

第３会場★（講義棟１階 5102 教室）13：00～14：15, 14：30～15：15 

第４会場★（講義棟２階 5206 教室）  9：00～10：00, 10：15～11：00, 11：00～12：15,  

13：00～14：00, 14：00～15：15 

第５会場★（講義棟２階 5208 教室）  9：15～10：00, 10：15～11：00, 11：15～12：00,  

13：00～14：00, 14：15～15：15 

【企業展示】９：00～16：00（講義棟入口 1 階フロア） 
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【一般演題・オンライン発表】Web 配信 

11 月 16 日（土）  

＜ライブ会場ライブ視聴第１会場＞ 

【メインテーマ関連セッション】13：00～14：15 

座長：宮本 香代子（安田女子大学）  

M13-001  継続的・組織的に行うメディアコントロールの取組が児童の自己管理能力に及ぼす影響 

〇中吉 千施子（岡山市立竜之口小学校） 

M13-002  企業連携を活用した中学校性教育の均てん化に向けた試み 

〇後藤 真紀（岡崎市民病院産婦人科） 

M13-003  学校管理下の体育的活動時における WBGT を活用した運動指針に関する有用性の検討 

 〇刀根 隆広（広島大学附属中・高等学校） 

＜ライブ会場 Remo 会場＞

《Remo 会場１階》 

【W13】13：00～13：50 

Ｗ１３-１Ａ 中高生の保護者向け精神保健リテラシー教育の効果―性別・年齢別の検討― 

 〇日下 桜子（東京大学大学院 教育学研究科） 

Ｗ１３-１B 学校に対する評価が主観的幸福感に及ぼす影響ー通信制高校の卒業生を対象にー 

 〇坂本 洸朔（日本経済大学 経済学部商学科） 

Ｗ１３-１X 児童の課題解決能力を育む個別最適な保健授業の開発－小 6 単元「病気の予防」の実践より－ 

 〇筆野 元（堺市立東三国丘小学校） 

Ｗ１３-１Y 手洗いを中心とした一次予防の身体症状への影響 

 〇大益 史弘（山形県立米沢栄養大学 健康栄養学部 健康栄養学科） 

【W14】14：00～14：50 

Ｗ１4-１Ａ コロナ時代における思春期の身体活動とメンタルヘルスに関する研究動向

 〇川勝 佐希（関西福祉大学 教育学部 保健教育学科） 

Ｗ１4-１B 中学校におけるケア風土と生徒の成長に関する質的研究ーA 中学校の実践から 

 〇山岸 鮎実（東京学芸大学大学院連合学校教育学研究科） 

Ｗ１4-１X 小学校・中学校・高等学校における不登校の予兆に関する研究―不登校傾向との関連― 

     〇五十嵐 哲也（愛知教育大学 学校教育講座） 
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Ｗ１4-１Y 思春期前期の児童生徒におけるいじめ被害の関連要因 

 〇菱田 一哉（北海道教育大学大学院 教育学研究科 高度教職実践専攻） 

【W15】15：00～15：50 

Ｗ１５-１Ａ 養護教諭養成課程学生への事例を用いたフィジカルアセスメント教育の効果と課題―授業後ア 

ンケート自由記述の分析からー

 〇山田 玲子（北海道教育大学） 

Ｗ１５-１B 養護教諭が行うフィジカルアセスメント力に関わる要因についての一考察 

 〇佐藤 伸子（熊本大学 大学院教育学研究科） 

Ｗ１５-１X スマートフォンなどの電子機器の利用と姿勢や健康との関連

     〇前川 真姫（奈良国立大学機構奈良教育大学 教育学部 保健体育講座） 

Ｗ１５-１Y 「いのちを大切にする授業」実践―自殺予防に関わる意識の実態 

 〇佐見 由紀子（東京学芸大学） 

《Remo 会場２階》 

【W13】13：00～13：50 

Ｗ１３-２Ａ 基本的人権としての安全からみた学校経営上の意義と課題―東日本大震災（2011 年）宮城 

県・気仙沼における取組を通して― 

 〇太田 泰子（吉備国際大学 看護学部 看護学科） 

Ｗ１３-２B  超音波検査を用いた児童・生徒の骨発達の評価と骨・関節の痛みや柔軟性に関する検討 

 〇大高 麻衣子（秋田大学大学院 医学系研究科 保健学専攻） 

Ｗ１３-２X  6－12 歳の健常な子どもの腸内細菌叢の影響要因に関する研究動向：スコーピングレビューを 

用いて 

 〇笠井 茜（日本体育大学大学院） 

Ｗ１３-２Y  大学生のコロナ後の睡眠および生活習慣の変化に関する検討 

 〇小貫 優冴（日本薬科大学薬学部医療ビジネス薬科学科） 

【W14】14：00～14：50 

Ｗ１4-２Ａ 養護教諭のスキルラダーを活用したオンライン研修システムの開発 第１報 健康相談 

  〇中村 富美子（静岡県沼津市立大岡中学校） 

Ｗ１4-２B  学校組織に求められる養護教諭の役割と専門性の在り方について 

～不登校支援の方法の検証～ 

 〇越川 純子（茨城大学 教育学研究科 教育実践高度化専攻） 
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Ｗ１4-２X 保健室における養護実践の可視化と学際的構造の検討ー養護実践記録システムと養護教諭イ 

ンタビューの質的分析を通してー

 〇横島 三和子（大阪人間科学大学） 

Ｗ１4-２Y  養護教諭の研修の実際と研修ニーズからの一考察 

―資質向上に向けて養成大学が踏まえるべき点の検討― 

〇近藤 千穂（福山平成大学 福祉健康学部 健康スポーツ科学科） 

【W15】15：00～15：50 

Ｗ１5-２Ａ 幼稚園・こども園における養護教諭の配置の地域的差異について 

  〇脇本 いづみ（山陽学園短期大学こども育成） 

Ｗ１5-２B  養護教諭養成課程の学生の生成 AI に対する意識調査 

 〇安達 有梨（桃山学院教育大学 人間教育学部 ） 

Ｗ１5-２X  就学移行期の子どもと保護者の実態を QOL の視点で捉える 

 〇吉越 聖子（東洋英和女学院小学部） 

Ｗ１5-２Y  中高生における平日と休日の睡眠時間と破壊・暴力行動との縦断的関連性 

〇周 瑞（東京大学 教育学研究科） 

《Remo 会場３階》 

【W13】13：00～13：50 

Ｗ１３-3Ａ 女子大学生における月経記録の実態と効果ー月経アプリの利用に着目してー 

 〇藤田 桃（弘前大学 教育学研究科 教職実践専攻） 

Ｗ１３-3B  高等学校および特別支援学校の保健体育科教員における性に関する指導の実態調査と今後の 

課題～教員の性からみた比較～ 

 〇山内 加奈子（福山市立大学 教育学部） 

Ｗ１３-3X  高等学校における性の多様性に関する教育の現状と課題 

  〇岩瀬 千明（茨城大学 教育学研究科 教育実践高度化専攻） 

Ｗ１３-3Y  幼児期における保護者の性に関する指導についての認識変容 

 〇鈴木 美優（茨城大学大学院教育学研究科） 

Ｗ１３-3Z 不登校生徒を対象とした「学校性教育」の課題と展望―2017 年以降の性教育文献のテキスト 

マイニング分析より―

 〇山田 智子（明治国際医療大学 看護学部 看護学科） 

－ 22 －



【W14】14：00～14：50 

Ｗ１4-3Ａ 性教育の現状及び課題と今後の性教育の在り方-高等学校教員・生徒への調査より- 

 〇天野 葉月（真岡市立西田井小学校） 

Ｗ１4-3B  高校生の性的マイノリティ当事者に対する嫌悪感が学習内容の定着に及ぼす影響―健康の社会 

的決定要因への理解をテーマとして― 

〇田中 滉至（九州共立大学 スポーツ学部 スポーツ学科） 

Ｗ１4-3X カンボジアの大学生の健康観と信頼感、およびその関連～教員養成大学の学生へのインタビュ

ー調査結果を基に～ 

  〇上野 真理恵（東京学芸大学 学務部 国際課） 

Ｗ１4-3Y  小学生の肥満・痩身傾向に関わる生活習慣の特徴分析 

～低学年・高学年および性別に着目して～ 

 〇橋弥 あかね（大阪教育大学） 

【W15】15：00～15：50 

Ｗ１5-3Ａ 中学校養護教諭の頭部外傷の救急処置における判断と対応 

 〇後藤 梨加（新見公立大学大学院 健康科学研究科 看護学専攻） 

Ｗ１5-3B  教育機関における医療的ケアと養護教諭に関連した研究の動向分析 

〇丸山 純子（新見公立大学 健康科学部 看護学科） 

Ｗ１5-3X  デジタルポスターを活用した実習記録～学び、深め、発信する学生の育成～ 

  〇倉澤 順子（東京学芸大学附属国際中等教育学校） 

Ｗ１5-3Y  養護教諭の複数配置経験と各種事例の遭遇経験との関連 

 〇佐藤 海音（日本体育大学 一般研究員） 

《Remo 会場４階》 

【W13】13：00～13：50 

Ｗ１３-４Ａ 不登校の子どもを受容する母親の心理過程 

 〇山本 志津子（東京学芸大学 大学院教育学研究科 教育実践専門職高度化） 

Ｗ１３-４B  高等学校における養護教諭の自傷予防に関する保健指導の課題と工夫 

 〇石田 実知子（川崎医療福祉大学保健看護学部保健看護学科） 

Ｗ１３-４C  育児と仕事の両立をしている小学校養護教諭の現状と課題 

 〇前田 美穂（関西福祉科学大学 健康福祉学部 健康科学科） 

Ｗ１３-４X  養護教諭が自傷行為を行う高校生に関わる教員への対応の際に抱く困難感 

  〇井村 亘（玉野総合医療専門学校 作業療法学科） 
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Ｗ１３-４Y  養護教諭が行う児童の援助希求的態度を育成する「能力」と「頻度」に関する試作版尺度の構造 

的妥当性の検討 

 〇金田 仁子（川崎医療福祉大学 医療技術学研究科 健康体育学専攻） 

【W14】14：00～14：50 

Ｗ１4-４Ａ 幼稚園における食物アレルギーの教職員研修の実践と評価 

 〇新宅 由実子（兵庫教育大学大学院連合学校教育学研究科） 

Ｗ１4-４B  大学生の生活習慣と防災意識及び行動に関する調査 

 〇伊藤 常久（東北生活文化大学 家政学部 家政学科） 

Ｗ１4-４X  教育系養護教諭養成課程における ChatGPT を活用した頭部外傷のフィジカルアセスメント教 

育の実践と評価 

  〇坂本 悠（岡山大学 教育学研究科 教育科学専攻） 

Ｗ１4-４Y  学校管理下の事故・災害の近年の変動 

 〇小林 久美（帝京大学大学院公衆衛生学研究科） 

【W15】15：00～15：50 

Ｗ１5-４Ａ 2014 年～2024 年における思春期・青年期を対象とした居場所研究の現状と課題 

 〇佐々木 翼（千葉大学子どものこころの発達教育研究センター） 

Ｗ１5-４B  「学校に行きたくない気持ち」を低減させる予防教育の効果(1)―心理・社会面の授業実践― 

 〇江角 周子（東京学芸大学 教育心理学講座） 

Ｗ１5-４X  「学校に行きたくない気持ち」を低減させる予防教育の効果(２) 

  〇福田 博美（愛知教育大学 教育学部 養護教育講座） 

Ｗ１5-４Y  学校教員が実施する中高生向け自殺リスクスクリーニング検査―子どもの希死念慮・精神不調 

へ及ぼす影響の検討― 

 〇湯川 充佑子（東京大学 教育学研究科） 

《Remo 会場５階》 

【W13】13：00～13：50 

Ｗ１３-５Ａ  養護教諭のリーダーシップに関する実証的研究の動向－ 文献レビューによる検討 － 

 〇後藤 多知子（愛知みずほ大学 人間科学部） 

Ｗ１３-５B  「よい」養護教諭のイメージ：４年間の学びによるイメージの変化 

 〇田邉 知世（足利大学 看護学部 看護学科） 
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Ｗ１３-５X  小学校における教諭と養護教諭の協働の促進・阻害要因の明確化 

  〇齊藤 理砂子（淑徳大学 総合福祉学部 教育福祉学科） 

Ｗ１３-５Y  学校看護師としてのキャリア形成に関する一考察 ～看護師本人の語りから～ 

 〇友松 郁子（大阪大学大学院 人間科学研究科） 

Ｗ１３-５Z  見逃してはいけない遺伝性血管性浮腫（HAE）の症状と学校保健従事者の重要な役割 

〇山本 ベバリー アン（一般社団法人 遺伝性血管性浮腫診断コンソーシアム） 

【W14】14：00～14：50 

Ｗ１4-５Ａ 学校で実施した防災教育の評価と効果－東日本大震災以降の論文レビューに基づいて－ 

 〇藤澤 健幸（成蹊高等学校） 

Ｗ１4-５B  学校管理下における教員の救命処置経験の実態とその後の心理的負担に関する調査 

 〇沖田 基佳（茨城大学大学院 教育学研究科 教育実践高度化専攻） 

Ｗ１4-５X  教員養成大学における過去 10 年間の熱中症発生傾向ならびに熱中症対策の効果 

  〇笠次 良爾（奈良教育大学 教育学部 保健体育講座） 

Ｗ１4-５Y  小学校教職員に対する感染症対策の対応力向上の方策―養護教諭による校内研修の効果－ 

 〇金山 結（福山市立赤坂小学校・岡山大学 大学院 教育学研究科 教職実践専攻） 

Ｗ１4-５Z  教職大学院における嘔吐対応に関する研修の実践と評価 

〇大谷 ひかり（岡山大学大学院 教育学研究科 専門職学位課程 教職実践専攻） 

【W15】15：00～15：50 

Ｗ１5-５Ａ  高校生の共感性向上に影響する性格特性に関する検討 

 〇小野 舟瑛（福島学院大学 短期大学部 保育学科） 

Ｗ１5-５B  高校生版ヘルスニューメラシーテスト（HNT）の開発 

 〇三好 知美（日本大学医学部 社会医学系 公衆衛生学分野） 

Ｗ１5-５X  中学生のアサーションスキル向上を目指した保健授業の検討に向けて：アサーション教育に関す 

る研究動向 

  〇星澤 玲於奈（京都教育大学 大学院連合教職実践研究科 教職実践専攻教科研究開発高度 

化系） 

Ｗ１5-５Y  小学校の頃に受講した食育授業担当者の記憶と現在の食生活との関連 

 〇三澤 美菜（青森県立保健大学大学院 健康科学研究科） 

Ｗ１5-５Z  完全給食を実施していない中学生を対象とした食に関する指導と給食体験での意識変化 

〇布川 美穂（和洋女子大学 家政学部 健康栄養学科） 
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【一般演題・対面発表】Web 配信併用 

11 月 17 日（日）  

★を付したプログラムは，ライブ会場ライブ視聴の各会場（第１～第５会場）からも参加できます．

《第１会場★（講義棟２階 5202 教室）》 

9：00～10：15 「健康管理，疾病予防」「健康教育，ライフスキル」 

座長 岩田 祥吾（南寿堂医院） 

T１ｰ 001 教室の座席配置における健康診断結果の活用状況に関する検討 

〇鎌田 克信（日本体育大学大学院体育学研究科体育学専攻 東北福祉大学総合福祉学部福祉 

心理学科） 

T１ｰ 00２ スマホを与えただけなのに

〇小澤 かや子（おざわ小児科医院） 

T１ｰ 00３ 小中学生の無気力と生活習慣の関係－デジタル機器使用に着目して－ 

〇榊原 繁（あいち健康の森健康科学総合センター） 

T１ｰ 00４ 児童の視力低下と生活習慣の関連の検討― 2013～2023 年のデータ分析 ― 

〇米嶋 美智子（志學館大学 人間関係学部 心理臨床学科） 

T１ｰ 00５ 小学生の視力低下、眼位異常の推移－新型コロナウイルス感染症（COVID-19）対策の影響 

〇河津 桃子（慶應義塾大学保健管理センター 小児科） 

《第３会場★（講義棟１階 5102 教室）》 

13：00～14：15 「養護教諭，保健室」 

座長 奥田 紀久子（徳島大学） 

T３ｰ 001 学校救急処置における触診・打診・聴診の活用状況と課題－看護系と非看護系養護教諭養成課 

程の教育制度化の有無による比較－ 

〇神崎 園子（名桜大学 人間健康学部 スポーツ健康学科） 

T３ｰ 00２ 養護教諭の効果的な卒後教育のあり方 第 2 報 ―現職者に行った Web 調査の結果報告― 

〇近森 けいこ（名古屋学芸大学大学院 子どもケア研究科） 

T３ｰ 00３ 小学校養護教諭対象のアンケート調査からみえた包括的健康教育指導者養成のニーズ 

〇岡本 希（兵庫教育大学 大学院学校教育研究科） 

T３ｰ 00４ 大学生における保健室のアクセシビリティに関する意識の実態 

〇樫原 彩花（徳島大学 医学部 保健学科） 

T３ｰ 00５ 不登校状態にある青年期中期の子をもつ親の Help-seeking behavior 

〇森岡 理恵（高知県立高知追手前高等学校） 
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14：30～15：15 「健康相談，健康相談活動，保健指導」「養護教諭，保健室」 

座長 丹 佳子（山口県立大学） 

T３ｰ 00６  保健室来室記録において保健室頻回来室者の心の健康問題に気づくための着眼点 A 市養護教 

諭への質問紙調査より 

〇竹村 絢世（大阪市立真住中学校） 

T３ｰ 00７  ポストコロナの学校保健、感染症対策において養護教諭に求められる役割 

―コロナパンデミックの振り返りから― 

〇有井 愛絵（新見公立大学大学院 健康科学研究科 看護学専攻） 

T３ｰ 00８  抑うつ予防プログラムの効果-中学生の抑うつ度の変化から- 

〇坂元 泉（福山平成大学 福祉健康学部 スポーツ健康科学研究科 スポーツ健康科学専攻） 

《第４会場★（講義棟２階 5206 教室）》 

9：00～10：00 「食，食育」 

座長 伊藤 恵子（くらしき作陽大学） 

T4 ｰ 001 国立大学教育学部学生におけるインターネット使用時間の分布および日常生活要因との関連性 

〇玉江 和義（大分大学 教育学部） 

T4 ｰ 00２ 低学年の担任教諭に対する学校給食支援ボランティアの実施に関する調査結果と学校給食支援 

ボランティアについて 

〇村上 淳（広島修道大学 健康科学部 健康栄養学科） 

T4 ｰ 00３ 沖縄の高校生における世帯の貧困と食生活の関連（横断研究） 

〇喜屋武 ゆりか（沖縄大学 健康栄養学部 管理栄養学科） 

T4 ｰ 00４ 小学 6 年生を対象としたエナジードリンクに関する授業の有用性の検討 

〇伯井 祥子（東大阪市立英田北小学校） 

10：15～11：00 「健康管理，疾病予防」「健康教育，ライフスキル」 

座長 岡本 希（兵庫教育大学） 

T4 ｰ 005  女子大学生における冷え症の主観的・客観的指標による分析 

〇後藤 知己（熊本大学 大学院 生命科学研究部） 

T4 ｰ 006  マスク着用ルール変更後の A 大学生のマスク着用行動の変化 

―新型コロナウイルス感染症流行前・中・後の比較― 

〇丹 佳子（山口県立大学 看護栄養学部 看護学科） 

T4 ｰ 007  大阪府の幼稚園及び幼稚園型認定こども園における歯磨き指導の実態 

〇山田 悠帆里（大阪総合保育大学大学院 児童保育研究科 児童保育専攻） 
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11：00～12：15 「健康教育，ライフスキル」 

座長 西岡伸紀（京都女子大学） 

T4 ｰ 008 小中学生の親子の生活習慣と子どもの精神的健康と家族の暮らし向きの関係 

〇田中 尚樹（青森県立保健大学 健康科学部 社会福祉学科） 

T4 ｰ 009 小中学生の生活習慣病予防健診結果と親の生活規則性の関連 

〇古川 照美（青森県立保健大学） 

T4 ｰ 010 大学新入生の精神的健康に関連する要因について 

〇高山 昌子（大阪国際大学 人間科学部 人間健康科学科） 

T4 ｰ 011 年代別にみた月経の認識とヘルスプロモーション 

〇中尾 有子（川崎医療福祉大学 医療技術学部 健康体育学科） 

T4 ｰ 012 高等学校教員の健康教育実施状況と健康教育を実施することへの思い 

〇梶谷 さとこ（岡山県立玉島高等学校） 

13：00～14：00 「喫煙，飲酒，薬物」「性，エイズ」「保健教育」 

座長 鈴木 久雄（岡山大学） 

T4 ｰ 013 小学校 6 年生への喫煙防止教育によるヘルスリテラシーの向上に関する要因分析 

〇藤川 萌子（徳島大学 医歯薬学研究部） 

T4 ｰ 014 教員が性教育に性的マイノリティの児童生徒を包摂する試みとそのプロセスに関する研究 

〇和田 真理絵（筑波大学大学院人間総合科学学術院 3 年制博士課程パブリックヘルス学位プ 

ログラム）

T4 ｰ 015 中学生・高校生はどこまで熱中症を理解しているのか？ 

〇松尾 浩希（京都工芸繊維大学大学院 工芸科学研究科 先端ファイブロ科学専攻） 

T4 ｰ 016 短期大学生の自己教育力と学力との関連～自己教育力の下位因子に着目して～ 

〇宮慶 美恵子（湊川短期大学 人間生活学科） 
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14：00～15：15 「メンタルヘルス」 

座長 安藤美華代（岡山大学） 

T4 ｰ 017 養護教諭の出来事の筆記に対する学校管理者の勇気づけ筆記の効果―クロスオーバー試験― 

〇西井 崇之（東京医療保健大学 和歌山看護学部看護学科・大学院和歌山看護学研究科） 

T4 ｰ 018 学校の自殺予防における教職員のゲートキーパーとしての機能に関するアンケート調査および 

危機介入時の行動化の課題 

〇細川 愛美（神戸女子大学 看護学部 看護学科） 

T4 ｰ 019 大学生の不登校支援活動における援助技術の獲得と心的影響 

〇八木 利津子（桃山学院教育大学 人間教育学部 人間教育学科） 

T4 ｰ 020 小学校教師の心理的苦痛と学校の感染症対応における負担感の関連の検証 

〇宮城 十子（兵庫教育大学大学院連合学校教育学研究科） 

T4 ｰ 021 感覚処理感受性の高い児童生徒の実態と特徴及び不登校との関連 

〇高田 恵美子（畿央大学 教育学部 現代教育学科） 

《第５会場★（講義棟２階 5208 教室）》 

9：15～10：00 「原理，歴史，制度」「国際学校保健」 

座長 宮本 賢作（香川大学） 

T5 ｰ 001  1950 年代の高校入試における保健の内容に関する一考察 

〇近藤 雄大（津山工業高等専門学校 総合理工学科、北海道大学大学院 教育学院） 

T5 ｰ 00２  戦時下体制期における「養護」概念 

〇高橋 裕子（天理大学 体育学部） 

T5 ｰ 00３  カンボジアの子どもの生活習慣の把握 

〇山田 浩平（愛知教育大学） 

10：15～11：00 「養護教諭，保健室」「学校保健組織活動，関係職員」 

座長 西岡 かおり（四国大学） 

T5 ｰ 00４  知的障害を伴う自閉症のきょうだいをケアする子どもが教員に期待する支援 

〇辻 京子（四国大学 看護学部 看護学科） 

T5 ｰ 005  ヘルスプロモーティングスクールの実施促進要因の解明 

―校長のリーダーシップ及び教職員のヘルスリテラシーに着目して― 

〇升川 清則（関西福祉大学 教育学部（教職センター）教授） 

T5 ｰ 006  ３８年目を迎える心と体のフレンドリートークの会からコロナ禍をふり返る 

〇金本 佐地子（横浜国立大学教育学部附属横浜小学校） 
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11：15～12：00 「健康相談，健康相談活動，保健指導」「養護教諭，保健室」 

座長 郷木義子（新見公立大学） 

T５ｰ 007  問診票を用いた生徒の月経随伴症状等の早期発見及び保健指導等の実践報告 

〇室屋 恵子（慶應義塾大学 保健管理センター） 

T５ｰ 008  女子高校生の健康管理における月経問診票の有用性 

〇武田 彩乃（慶應義塾大学 保健管理センター） 

T５ｰ 009  個に寄り添うための健康相談の工夫－端末を活用した健康相談－ 

〇加藤 明菜（名古屋学芸大学大学院 子どもケア研究科） 

13：00～14：00 「体力, 体格」「健康管理，疾病予防」 

座長 渡部 昌史（新見公立大学） 

T5 ｰ 010 仙台市中学 3 年生の身長および体重の分布の推移について（2003 年から 2023 年まで） 

〇黒川 修行（宮城教育大学 教職大学院） 

T5 ｰ 011 中学生におけるスポーツ活動参加形態と傷害発生率の関連性 

〇進藤 美沙（兵庫教育大学大学院 学校教育研究科 人間発達教育専攻） 

T5 ｰ 012 ウォーキングにおける教育実践の傾向ー国内誌を対象とした結果についてー

〇鈴木 彩加（神奈川県私立高等学校） 

T5 ｰ 013 小学生における座学授業での身体活動と学校生活中の疲労感との関連 

〇田中 良（大阪体育大学 スポーツ科学部 スポーツ科学科） 

14：15～15：15 「安全，危機管理」「保健教育」 

座長 山内 愛（岡山大学） 

T５ｰ 01４ 小学校５、６年生に対する心肺蘇生教室 

〇小澤 武史（おざわ小児科医院） 

T５ｰ 01５  単元内自由進度学習を取り入れた小学校体育科保健領域の授業の試み：けがの防止（全 5 時間） 

での取組 

〇久保 元芳（宇都宮大学 共同教育学部） 

T５ｰ 01６  児童生徒の災害発生状況から運動機能における発達課題の検討-A 市における日本スポーツ振 

興センターへの災害報告を通して-   

〇新開 奏恵（宇部フロンティア大学 看護学部 看護学科） 

T５ｰ 01７ 教員のけがの処置の知識および処置方法の習得先に関する実態 

〇佐藤 倫子（北海道教育大学教職大学院 札幌市立日新小学校） 

－ 30 －
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